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近現代モンゴルにおける畜産物利用の変化―乳・乳
製品の域外販売と域内消費に着目して―



































過去の復元ではなかったことや［尾崎 2010 : 152-153］、市場経済への移
行期を経て、現在はむしろポスト移行期というべき状況にあることなど






















































































































史研究所 1988 （1969） : 15］。
34　冨田　敬大
その結果、バターの生産量は、年々増加し、1948年には 3888.0 t、1950























た［小宮山 2006 : 91-92］。1970年代に入ると、先進国型の保存・加工施
 7） バターは、ソ連から来た労働者や技術者、都市住民を中心に広まっていたも
のと考えられる。1940年に政府が外国からのバターの輸入を停止したことで
［モンゴル科学アカデミー歴史研究所 1988 （1969） : 15］、国内の需要を自国で
まかなう必要が生じた。
 8） 1956年（11万 8387人）から 1963年（22万 3695人）にかけて都市人口が 2.2



















































































ルガン県の農牧業協同組合の 1983年決算総括』（X.356 Д.2 ХН.492）。
表 1　畜産物の生産量（1983年）
郡名 肉類 毛類 乳 乳製品
バヤンアクト 1412.4 t 3,696,400¥ 92.5 t 653,400¥ 637.3 t 173,000¥ 49.2 t 553,900¥
ボガト 1022.9 t 2,045,400¥ 37.3 t 148,100¥ 611.8 t 469,500¥ 23.4 t 245,400¥
ブレグハンガイ 1310.7 t 2,487,200¥ 70.4 t 573,700¥ 918.9 t 158,500¥ 55.7 t 641,900¥
ゴルワンボラグ 1328.7 t 2,608,900¥ 116.8 t 548,800¥ 723.3 t 363,800¥ 47.1 t 517,800¥
ダシンチレン 1585.5 t 3,087,200¥ 97.4 t 583,300¥ 647.5 t 335,400¥ 56.9 t 615,700¥
モゴド 1617.8 t 4,023,700¥ 109.6 t 566,900¥ 918.4 t 489,000¥ 70.3 t 696,400¥
オルホン 1498.0 t 3,437,400¥ 102.0 t 1,191,100¥ 986.9 t 550,100¥ 63.7 t 714,800¥
サイハン 1508.9 t 3,388,900¥ 78.5 t 457,600¥ 572.5 t 436,000¥ 28.3 t 306,000¥
テシグ 1195.8 t 2,642,700¥ 30.5 t 175,500¥ 1219.8 t 558,600¥ 97.6 t 1,071,100¥
ハンガル 818.8 t 1,953,300¥ 35.3 t 173,200¥ 600.5 t 364,000¥ 33.9 t 480,100¥















ウマ ウシ ヒツジ ヤギ 羊毛 カシミア
大家畜
の毛類
バヤンアクト 125,100¥ 1,115,500¥ 2,176,400¥ 267,300¥ 449,700¥ 188,000¥ 12,600¥
ボガト 25,000¥ 1,060,700¥ 868,400¥ 38,900¥ 104,500¥ 33,000¥ 9,900¥
ブレグハンガイ 82,200¥ 1,254,200¥ 936,700¥ 165,500¥ 402,200¥ 159,900¥ 10,100¥
ゴルワンボラグ 237,600¥ 814,600¥ 1,413,900¥ 109,700¥ 370,900¥ 153,200¥ 22,100¥
ダシンチレン 118,600¥ 1,262,000¥ 1,468,000¥ 193,600¥ 402,500¥ 159,800¥ 19,000¥
モゴド 1,145,700¥ 1,233,200¥ 1,455,300¥ 171,000¥ 378,500¥ 162,900¥ 22,600¥
オルホン 159,700¥ 1,450,300¥ 1,597,000¥ 183,900¥ 1,053,300¥ 120,000¥ 15,700¥
サイハン 419,700¥ 1,189,600¥ 1,570,800¥ 164,000¥ 288,100¥ 140,100¥ 27,400¥
テシグ 89,100¥ 1,734,500¥ 666,400¥ 137,500¥ 81,500¥ 80,100¥ 12,400¥
ハンガル 66,900¥ 1,077,200¥ 721,100¥ 70,000¥ 99,200¥ 63,800¥ 9,300¥





ウシの乳 馬乳（酒） ヒツジの乳 ヤギの乳 バター カゼイン
バヤンアクト 609.0 t 13.1 t 13.0 t 2.2 t 30.5 t 12.3 t
ボガト 558.8 t 53.0 t 　 　 15.3 t 8.1 t
ブレグハンガイ 872.1 t 31.8 t 　 15.0 t 38.3 t 17.2 t
ゴルワンボラグ 672.2 t 48.2 t 2.0 t 0.9 t 31.6 t 14.3 t
ダシンチレン 615.5 t 13.5 t 8.5 t 10.0 t 35.5 t 18.5 t
モゴド 763.8 t 136.4 t 9.0 t 9.2 t 40.9 t 22.2 t
オルホン 758.2 t 197.6 t 31.1 t 　 41.1 t 19.2 t
サイハン 425.3 t 104.0 t 25.9 t 17.3 t 20.3 t 8.0 t
テシグ 1212.9 t 0.9 t 2.0 t 4.0 t 59.4 t 33.5 t



































































（搾乳者 28人）、第 2行政区は 2（搾乳者 12人）、第 3行政区は 1（搾乳






























































































































































































ることが指摘されている［小長谷 2007 : 41］。
　一方、牛乳や乳製品は傷みやすいために、市場から遠い地域では販売
が困難である。それゆえ、遠隔地では、乳製品はもっぱら自家消費や贈
答品として［尾崎 2004 : 98-101］、あるいはごくまれに行商人が訪れた
際の日用品との交換物として［風戸 1999 : 31-33］利用されてきた。こ
れに対し、大都市の周辺地域では、市場が近いために、肉や毛・皮革と
ともに乳製品をコンスタントに販売することが可能であり［尾崎 2008 : 
485］、畜産物取引を多角化するうえで重要な役割を果たしている。しか
し、都市近郊での乳製品の生産・販売をめぐっては、小規模酪農業者に
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